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議会広報特別委員会
委員長 萩原　剛志　　副委員長 榎戸　和也

委　 員 市村　　香　　委　 員 菊池　伸浩

委　 員 大山　和則　　委　 員 谷田部由則

発行責任者　議　 長 潮田　新正

　参院選が終わり、いよいよ憲法改正が
現実のものになろうとしています。
　一口に改憲と言っても、押し付け憲法
論の立場に立ち、97条を削除して復古
的憲法制定を説く陣営から、現状に合う
よう「新しい人権」を加えるべきという
加憲の立場まで、主張は様々です。
　しかしやはり改憲の議論となれば、“日
本の民主主義” そのものが問われなけれ
ばなりません。
　仮に自主憲法制定の立場に立つとし
て、その場合、馴染んできた「現憲法」

を支える「人権の歴史」をどう捉えるか。
それが、問われなければなりません。民
主主義を育んできた世界の歴史とそれ
が無かった時代の困難、さらには日本人
の「国民性」にも思いを馳せ、護憲も含
め、国民としての冷静な判断が求められ
ます。
　その際、格差を背景とす
る、英国のＥＵ離脱等に見
られる情動と、どう向き合
うのか。それが最大の課題
となるでしょう。

　5 月
24 日   議会運営委員会 
25 日～ 27 日　文教厚生、建設経済
   常任委員会視察研修
30 日～６月 1日　総務常任委員会　 

 視察研修

　6 月
 ８日 文教厚生常任委員会
 ９日 議会運営委員会・議会全員協

議会
　 14 日～ 17 日　第２回定例会
 15 日  建設経済常任委員会 
 17 日  議会広報特別委員会
 24 日 議会運営委員会

　7 月
 8 日 議会運営委員会
 14 日 議会全員協議会・議会広報特

別委員会
20 日  議会広報特別委員会

議会日誌編集後記

　次の定例会は

８月30日（火）
開会予定です。
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榎戸和也


